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チーム郡 思いを力に！

郡中ビレッジ 美・礼・時

春の新たなスタートに向けて０学期が進行中！
そんなチーム郡のみなさんにメッセージを贈ります。

３学期が始まり早３週間が過ぎようとしています。そんな中、私立の特別入試関係が終了し、いよいよ2月1日・2日に公立前期
入試を迎える３年生のみなさん、そして、新しい学年への進級を目指してそれぞれの学年の締めくくりとなる３学期を過ごしてい
る１・2年生のみなさんに対し、春の新生活に向けて進行中の０学期＝３学期を過ごす上での心構えについてメッセージを贈りた
いと思います。春の新たなスタートに向けて、今のこの時間を大切にし、充実した日々を過ごしていくことはとても大切なことだ
と考えます。参考にしてもらえれば幸いです。一読ください。

○目標を設定しよう:どんなに小さな目標でも構いません。新学期のはじまりに、自分にできることや達成したいことを明確にし
ましょう。目標を立てることで、日々の学びがより意味深いものになります。
○自分のペースで進もう:春の新生活においては、新しい環境やクラス、友達との関わりなど、多くの変化があるかもしれません。
焦らず、慌てず、自分のペースで新しい環境に慣れるよう、この０学期から心がけていきましょう。適度な休息もとても大切です。
○前向きな姿勢を忘れずに:困難や挫折があっても、前向きな姿勢を持つことが大切です。失敗は成長の一環であり、それを乗り
越えることでより強くなります。新しいことに挑戦することで、自分の可能性を広げましょう。
○コミュニケーションを大切に:新しい学年やクラスで新しい友達や先生と出会うことはたくさんあります。オープンで積極的な
コミュニケーションを、今この時から心がけ、他者とのつながりを大切にしていきましょう。新たな視点や経験が自分を豊かにし
てくれると思います。
○自己ケアを怠らないように:忙しい学校生活の中でも、自分自身の心と身体の
ケアは大切です。悩みや不安なことがあれば決して自分自身で抱え込むことなく、
まずは身近な仲間や先生、スクールカウンセラーや心の響室相談員の先生方へ
相談してみましょう。また、良い睡眠、バランスのとれた食事、適度な運動を心
がけ、自分の心や身体を健康に保つことが重要です。
○好奇心を大切に:新しいことを学ぶことは常にワクワクするものです。自分自身
の好奇心を大切にし、授業や家庭学習の中で新しい知識やスキルを積極的に吸収
することを楽しみにしながら、充実した家庭学習・学校生活を送りましょう。
春の新たなスタートに向けて、0学期が充実した素晴らしいものになりますよう

にしっかり頑張ってください。

私立の特別入試関係が終了すると、いよいよ2月1日・2日は公立前期入試
目標をしっかりと見据えた、継続的で粘り強い受検勉強を期待しています！

３年生のみなさん、もうすぐ公立高校前期入試がやってきます。これまでたくさんの努力を
してきたことでしょう。そして、現在は最後の追い込みの時期だと思います。これまでの取組、
そして、自分の力を信じて、焦らず、慌てずに、冷静に取り組んでいきましょう。
また、最後の調整としては、３教科の科目ごとにしっかりと復習し、苦手な部分を重点的に

確認することはとても大切なことです。さらには、受検に向けて、体調を崩さないように、
バランスの良い食事や良い睡眠も心掛けましょう。
受検当日は、余裕を持って家を出発し、焦らずに問題に向き合ってほしいと思っています。

自信を持って解答し、時間に余裕があれば最後に確認を怠らず、自分の力を最大限に発揮する
ことを大切にしてください。
最後になりますが、下記に示すように郡中から１２５名の３年生が公立高校前期入試を受検

します。まさに受検は、団体戦です。３年生として周りのサポートや心配りを大切に、また、
友達や家族があなたを支えてくれることを忘れずに、力を合わせて乗り越えていきましょう。
しっかりと頑張ってください。３年受検生のみなさんの健闘を心より願っています。

これまでの取組、そして、自分の力を信じて、焦らず、慌てずに、冷静に取り組んでいきましょう！
※裏面にも関連記事を掲載しています。ご一読ください。



学校名 学科名 前期選抜定員 前期A志願者数 前期B志願者数 志願者数 合計 志願倍率

北陽台 普通 50 125 14 139 2.8

諫早 普通 40 89 9 98 2.5

西陵 普通 60 188 12 200 3.3

普通 50 141 9 150 3.0

文理探究 20 92 4 96 4.8

家政 24 31 3 34 1.4

川棚 普通 40 58 10 68 1.7

対馬（離島留学） 国際文化交流 40程度

奈留（離島留学） 普通 10程度

農業科学 24 30 3 33 1.4

動物科学 24 41 0 41 1.7

環境創造 24 40 5 45 1.9

農業土木 24 38 7 45 1.9

バイオ園芸 24 31 0 31 1.3

食品科学 24 49 2 51 2.1

生活科学 24 34 0 34 1.4

機械 48 78 12 90 1.9

機械システム 24 49 5 54 2.3

電気 24 29 3 32 1.3

電子工学 24 47 0 47 2.0

建築 24 34 1 35 1.5

建設工業 24 39 1 40 1.7

化学工学 24 34 0 34 1.4

商業 96 137 13 150 1.6

情報 24 38 0 38 1.6

国際コミ 24 33 1 34 1.4

長崎鶴洋 総合 48 41 2 43 0.9

大村城南 総合 96 108 1 109 1.1

大村

諫早農業

大村工業

諫早商業
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２月１日（水）長崎県公立高校前期選抜の志願状況が発表されました！

現在の状況をしっかりと理解して、気を緩めない受験対策を！

今年で４年目となる長崎県の公立高校入学者選抜制度「前期選抜」が、いよいよ２月１日（木）・2日（金）に実施されます。
県教委発表によると、全日制５５校の全定員８８８０名のうち、前期の定員は３４９６名。この前期定員に対し全県５４５７名の
中学３年生が受検します。平均志願倍率は１．９８倍。本校からも、志願校の合格を目指して、これまでの受験勉強や面接練習の
成果を十分に発揮しようと１２５名の３年生が果敢に受検します。
しかし、本校３年生が受検するほぼ全ての高校で高い志願倍率となっています（下図参照）。また、「前期選抜」では、受検生

の学ぶ意欲や多様な能力を評価することを目的に、基礎学力検査、面接、作文・小論文等、高校別に様々な検査項目と評価の比重
が設定されており、受検当日の結果までが大切な合否の判定材料となっています。
本校３年生の全員合格を心から願っているところですが、たとえ厳しい結果が届いたとしても、３月６日（水）・７日（木）に

実施される「後期選抜」までが公立高校の受検です。決して諦めることなく、最後まで粘り強く志望校合格を目指して頑張ってく
れる３年生であることを願っています。下記に３年生が出願した主な高校の志願状況を掲載しています。１・２年生のみなさんも、
一読して、自分自身の進路決定・実現に向けてしっかり備えてほしいと思います。

その1 実質上の志願倍率って
知っていますか？

例1 大村高校文理探究科は、志願倍率は4.8倍
となっていますが、前期Bの志願者が4名おり、
実質上の定員は20－4＝16名であり、そこに92名
の受験者が受験するので実質上の志願倍率は
92÷16＝5.75倍となっています。

例2 大村工業高校機械科は、志願倍率1.9倍と
なっていますが、前期Bの志願者が12名おり、実
質上の定員は48－12＝36名であり、そこに78名
の志願者が受験するので実質上の志願倍率は
78÷36＝2.17倍となっています。

その2 長崎県公立高校
【前期選抜】学力検査の特徴

①毎年全ての高校で高い受検倍率となっています。
当然ながら受検生全員が合格できる定員はないので、
受験勉強、面接練習、作文・小論文対策は、長期
的・計画的にしっかり準備しておくことが大切にな
ります。
②前期選抜の検査項目等の比重は、多くの高校で
「調査書等」の比重が高く設定されています。この
調査書等に記載する内申点は、1年生から3年生まで
の各教科の評価・評定が大きく影響するため、全て
の学年で日々の授業や定期テストの結果が大切とい
うことになります。
③大村工業高校や大村城南高校では、前期選抜の検
査項目等の比重において、基礎学力検査や面接の比
重の割合が高く設定されています。つまり、当日の
結果で巻き返しが十分狙えるということなのです。
頑張れ～！

【前期選抜における検査項目比重】

大村工業機械科 調査書等 ４
基礎学力検査 ２

面 接 ４

大村城南 調査書等 ３
基礎学力検査 ５

作文小論文総合問題 ２

２年生のみなさんへ みなさんが受検する新しい公立高校入試制度における
受検日程も決定しました！お知らせします！

私達２年生の受検ももうすぐで
す。時間は1年もありません。
この事実をしっかりと受け止め

て継続的な学びに努めましょう。


